
いじめや暴力行為、様々なきっかけによる不登校等、児童生徒の問題行動等を解決するた

めには、早期発見・早期対応に努めるだけでなく、全ての児童生徒の規範意識や自己有用感

等を育み、仲間とよりよい人間関係を構築できる力を育成する未然防止の取組が重要になっ

てきています。そのためには、児童生徒の生活の場である学校と

家庭が情報を共有し、信頼関係を築き、児童生徒の成長を協力し

て支援する体制を整えることが必要だと考えます。児童生徒の問

題行動等の未然防止に向けた学校と家庭との協働の在り方を、今

一度見直してみましょう。 

                     抜粋 

教育的予防 未然防止 

全ての児童生徒を対象に、日頃から集団生活の中で規範意識や自己有

用感等を醸成し、よりよい人間関係を構築していく力を育成していくこ

と。 

治療的予防 

早期発見 

早期対応 

該当児童生徒を対象に、いじめや不登校の兆候を早期に発見し、相談や

解消に向けた支援等の対策を行い、重症化を防ぐこと。 

再発防止
該当児童生徒を対象に、問題発生の過程の振り返りと立ち直り支援等

を実施し、再発防止に向けた働き掛けを行うこと。 

愛知県生徒指導推進協議会
愛 知 県 教 育 委 員 会

☆ 「未然防止」のために、学校は！ 

○ 児童生徒が仲間と関わる楽しさや思いやりの気持ちを伝え合える環境や、悩みを共有し合え

る集団をつくっていきましょう。

○ 児童生徒が学校生活を落ち着いて過ごすための話合い活動や体験活動を温かく見守り、支援

していきましょう。 

☆ 学校と家庭との協働による取組を！ 

○ 家庭ごとに、教育に対する保護者の考え方は様々です。家庭環境は、児童生徒の成長に大き

な影響を与えることから、家庭の理解を得ることが大切です。積極的な 

話合いを通じて、信頼・協力関係を構築していきましょう。 

○ よりよい協働のポイントは、情報共有と行動連携です。ＰＤＣＡサ 

イクルによる計画的な協働を進め、問題行動等の未然防止に向けた取 

組を推進しましょう。 

「未然防止」には、教育的予防の視点が大切です！ 

＊ 心のつながりを大切にした温かい安らぎの

ある学級・仲間づくりを目指す。 

愛知県教育委員会「生徒指導リーフ」№6-1 

問題行動等の未然防止に向けた学校と家庭との協働の在り方 

～情報共有と行動連携による取組を通して～ 

全員達成「あ は は」の実践（基本的な生活習慣を当たり前にする） 
「あ」････いつでもどこでも誰にでもあいさつ「自分から」「地域の人」 
「は」････靴箱とトイレのはきものそろえ 
「は」････名前を呼ばれたら「はい」と返事

心豊かで思いやりのある子の育成 

「なかよしスキル

タイム」に取り組

む児童の様子 

今年は、「学校が

楽しい」と言ってい

ます。先生が、「な

かよしスキルタイム」

でゲームをやってく

れるのが楽しいよう

です。 

「おはよう」「行って

らっしゃい」「お帰り」

の挨拶を大切にして

います。穏やかな気

持ちで過ごせます。

メッセージ欄に保
護者の思いを書く時
はしっかり書くように
しています。保護者
の気持ちが少しでも
子どもに伝わるとよ
いと思っています。

先日、家庭に
おけるゲームの話が話題になったそうです。全
ての子がゲームをしているわけではありません
ので、加われない子が出てきます。大人はどう考
え、どうアドバイスをすればよいでしょうか。  
今の時代は、保護者が良いと思うことを貫き通
すことが難しい時代になったと感じます。一緒に
過ごす友達の家庭の方針が、いつも同じようには
いかないのが現実です。子どもたちには、自分と
考え方の違う子を疎外せず、それ以外の解決策
を考えてほしいと思うのですが…。 (一部抜粋) 

学校通信による話題提供 

・進んで仲間と関わり、協力して活動できる児童生徒の育成 
・保護者に協力してほしいことをより具体的に提示 
・子育てについて保護者と共に考える機会の設定 

学校と家庭とのよりよい協働を進めることは、互いの良さや役割の理解を深め、児童生

徒相互の良好な人間関係づくりを後押しし、問題行動等の未然防止につながります。

・全教職員による取組の振り返り 
・保護者の声から、取組への理解の深まりについて検証 

私が考えていた

ことは、学校から

の通信に書いてあ

ることと同じでし

た。学校と同じ受

け止め方をしてい

ることが分かり、

安心できます。

家庭での取組
保護者からの声

子どもが声を掛け

てきた時には、「後

で」とは言わないよう

に心掛けています。

良好な人間 
関係づくり

子どもの様子や保

護者に考えてほしい

話題を伝え、情報共

有の充実を図ってい

ます。 

【共育(ともいく)】 子どもたちの「よりよく生きよう」とする思いを受け止め、「共に育ち合う」
という姿勢で成長を支えていく。    

目指す子ども像や生徒
指導の重点等を、学校通
信やＷｅｂページ等で保
護者に伝えています。

「～してください」から、 

「一緒に～しましょう」へ 

【東三河地区の小学校における実践】 

「共育(ともいく)」

〔参考〕  国立教育政策研究所作成 
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学校と家庭とのよりよい協働によって児童生徒は育つ
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学校と家庭のそれぞれの良さと役割を共通理解した上での信頼・協力関係の構築 

◇ 情報共有の充実を図り、行動連携を促進しましょう！ 

○ 休み時間・給食の時間等での児童生徒のつぶやき等に耳を 

傾け、その内容や様子から心の状態を捉え、家庭連絡をする 

など、児童生徒を中心にして双方向の情報共有を心掛ける。

○ 客観的な事実とともに、よりよい成長への思いを加えた伝達を心がける。

取組の工夫例 

＊ 学校・家庭での姿・様子の伝え合い････学校と家庭の双方から、それぞれの生

活の場で捉えた児童生徒の良さを情報提供し合う。 

（挨拶、言葉遣い、係・委員会活動、ボランティア活動、地域行事の様子 等） 

＊ 保護者へのありがとうメッセージ････児童生徒の頑張りとともに、保護者の支

援に対して感謝の思いを伝える。（連絡ノート・学級通信・電話連絡 等） 

◇ 行動連携の充実を図り、児童生徒の支援効果を高めましょう！ 

○ ｢~してください｣ではなく「一緒に～しましょう」という姿勢をもつ。 

○ 学校と家庭の良さと役割を生かし、同じ方向性をもって取り組む。 

取組の工夫例 

＊ 行事記録での認め合い････児童生徒が仲間と協力して成し遂げた 

行事における取組をまとめた記録等に、担任と保護者から称賛の言 

葉を書き添える。（振り返りカード、壁新聞 等）

＊ 親子で思いを共有する行事の設定････親子で参加するコンクール等の機会を設

定する。（人権やいじめ撲滅を取り上げたポスター・作文・標語のコンクール等） 

＊ 保護者主体の活動への協力・参加････保護者自らが企画・運営する行事・会合

等に参加する。（ＰＴＡ主催のスポーツ行事、児童生徒の健全育成に向けた会合等）

家庭の教育観 

学校の教育方針

◇ ｢情報共有｣・「行動連携｣の取組について振り返りましょう！ 
○ 児童生徒の言動や変容について保護者から意見・要望を吸い上げ、学校 

と家庭との協働による取組を検証し、成果と新たな協働への課題を明確にする。 

取組の工夫例 
＊  実態調査の効果的な活用････定期的に実施する学校アンケートや学校評価の 

中に家庭との協働に関する項目を入れ、結果を懇談会等で提示して話し合う。 

（学校での様子についての情報発信の仕方・内容、親子参加型の行事の在り方 等） 

○仲間の考え方・価値観等に触れ、見方や考え方を広げる場。 
○良さを生かし、やればできるという達成感を味わう場。 

○集団生活のルールを身に付けさせ、思いやりや感謝の心を育てる。 
○仲間と関わる楽しさや活動の喜びを味わわせ、自己有用感を育む。 

学校の役割

学校の良さ

仲間とよりよい人間関係を
構築できる児童生徒 

改

善

○幼少期からの成長を理解し、ささいなことでも安心して話せる場。 
○子どもの思いを受け止め、その努力を認めて成長を後押しできる場。 

○日常生活に必要なしつけを行い、集団生活を送るための基礎を培う。 
○手伝いなど家庭の役割を果たす中で、家族の中で自己有用感を育む。 

家庭の良さ

家庭の役割

◇ 成果と課題を、新たな取組へつなげましょう！
○ 学校・家庭からの働き掛けの成果を児童生徒や保護者に伝え、今後 

の働き掛けの継続と信頼関係の構築に結び付けていく。 

取組の工夫例 
＊ 保護者が参加した行事・諸活動の見直し････校長を中心に、教頭・ 

教務主任・行事担当教員等を構成員とするプロジェクトチームを編成 

し、改善の方向性について家庭との共通理解を図る。

情
報
共
有

行
動
連
携

計

画

振

返

り 

児童生徒の規範意識・自己有用感等の醸成 

学校でも家庭で

も、自分のことを

見守ってくれるこ

とが分かると、安

心できるね。

Ｄｏ

◇ 児童生徒の活動のあらゆる機会を活用し、未然防止に向けた 
情報共有・行動連携による取組を計画的に設定しましょう！ 
○ 児童生徒の成長にどのような成果が期待できるか、見通しをもって双 

方向からの働きかけを考える。

○ 効果的な取組ができる機会や方法について保護者と話し合い、計画的に設定する。

取組の工夫例 
＊ 教育方針や取組のねらいの共有････年度当初の懇談会等で、いじめ防止 

基本方針や生徒指導方針を示し、具体的な取組について家庭と共有したい 

ことを話し合う。 Ｐｌａｎ
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